






























成３０年度今宿地区センター自己評価表 

 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用者 

サービス 

事業計画書 

(2)イ 地域特性、地域ニーズ 

・入館者数の減少傾向に歯止めをかける。 

  A 

 

ウ 公の施設としての管理 

・施設の清潔さの評価 80％以上 

・公正・公平な施設利用 抽選会の実施 

   

(4)エ 利用者ニーズの把握と運営への反映 

・利用者アンケートの実施 

・利用者の満足度 80％以上を目標 

 

 

 

 

 

オ 利用者サービス向上の取組 

・職員の受付、電話対応のわかりやすさ 80％以上目標 

（図書利用サービスの向上） 

・図書予約サービスによる利用者満足度向上 

・寄贈図書の活用による蔵書数増 

・利用者ニーズを反映した図書の充実 

 

 

 

 

 

    

業務運営 

事業計画書 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員体制  

・午前、午後、夜間のシフト引継ぎ時のメンバー間の連携、コ

ミュニケーションの円滑化の向上 

・フォロウアップによる研修新職員（副館長、スタッフ）の早

期の業務習熟を図る。 

・追記事項を含めたマニュアルの整理 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 緊急時の体制と対応計画 

・火災・防災訓練および救急救命研修の実施（年 2回） 

   

(4)ア 設置理念を実現する運営内容    

目標設定・自己評価合体版 



・地域のあらゆる年齢層の方の相互交流の場として、2 大事業

（今宿サマーフェスタ、今宿音楽祭）に加え、29年度に続き、

今宿ママフェスタの実行委員会の運営定着化を進める。また、

地域の特色ある事業としてロビーコンサートの知名度アップを

図りながら来場者を呼びこみ定着化を進める。 

 

イ 利用促進策 

・入館者数の減少傾向に歯止めをかける。 

・平成 31 年度までに夜間時間帯の稼働率を 10％増す（夜間稼

働率の 29年度に引き続き、27年度比 5％増を目指す） 

 

 

 

 

 

 

キ 本市重要施策に対する取組 

・区のシンボル「あさひくん」を活用した旭区への愛着醸成 

・アンケート結果の掲示、閲覧用ファイルの整備 

・市内中小企業への優先発注 90％以上 

   

 

ク アイデア提案を募った項目（該当施設）    

(5) 自主事業計画 

・各自主事業の満足度８割以上 

・区政 50周年に向けた事業の企画準備 

・自主講座広報の改善（町内会広報の集約化） 

   

・年間計画に基づいた点検と長寿命化を図るための補修 

・維持管理費用の節約に努める。（直営作業による費用節減） 

   

    

職員育成 

事業計画書 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員体制 

に記載しているもので、対象年度に行う予定のもの 

   

イ 個人情報保護等の体制と研修計画 

・個人情報保護研修の実施（年 1回） 

・人権研修の実施（年 1回） 

・業務能力向上を目指したフォローアップ研修と利用者満足度

向上につながるミーティング討議（年４回） 

   

    



財務 

事業計画書 

(6) 施設の維持管理計画（における効率化の工夫） 

に記載しているもので、対象年度に行う予定のもの 

   

(7)ア 収入計画の考え方    

イ 増収策 

・自販機、印刷機の利用促進 

 

 

 

 

A 

ウ 支出計画 

・光熱費の節減、無駄のない施設運営 

・29年度に引き続き、可能な維持補修費を直営で行うことによ

る経費節約  

  A 

(4)カ ニーズ対応費の使途 

・利用者の要望に応え、利用者の満足度の向上、利用増に結び

付くニーズ対応費の活用 

  A 

    

その他 

（上記４
つの視点
以外の項
目があれ
ば追記） 

 

 

 

 

 

   

利用者等

の意見 

・利用者アンケート等の意見要望の実現化に向けた検討内容の

明確化 

 B 

≪自己評価≫ 
Ａ：計画、目標を上回って実施 
Ｂ：計画、目標を保持して実施 
Ｃ：計画、目標を下回って実施 

 
※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 
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